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３．アクセントの位置 　

アクセントの位置は「下から２番目の音節の上」が原則ですが、これについても例外が多い

のでひとつひとつ覚えていかねばなりません。

正しく発音し、正しくアクセントをおけば貴方のイタリア語は１００％通じます。

本 友人

犬 ｱｲｽｸﾘｰﾑ

家 子供

公園 庭

ｲﾀﾘｱ人 日本人

駅

学生 歌う

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 警官

医者 ﾊｻﾐ

部屋 裁判官

丸天井 直ぐに

ｺｰﾋｰ 町

なぜなら だから

月曜 つまり

国籍 木曜

ﾌｫﾙﾋﾞﾁ

ﾅﾂｨｵﾅﾘﾀ

cioè ﾁｮｵｴ

ｼﾞｮｳﾞｪﾃﾞｨ

lunedì ﾙﾈﾃﾞｨ

nazionalità giovedì

ﾍﾟﾙﾁｮ

Rimini

perché

(3)最後の音節にアクセントがある単語。これは通常アクセント符号がつきます

perciòﾍﾟﾙｹ

ｶｯﾌｴ

ｽｰﾋﾞﾄ

ｼﾞｪﾉｳﾞｧ

città

ﾘｰﾐﾆ

subito

Genova

ﾁｯﾀ

ｽﾄｩﾃﾞﾝﾃ

caffè

ｸｰﾎﾟﾗ

ﾅｰﾎﾟﾘ

ｴﾝﾎﾟﾘ

Napoli

Empoli

ｶｰﾒﾗ

ｱｽﾊﾟｰﾗｺﾞ

cupola

(2)語尾から3番目の音節にアクセントのある単語も多くあります。これは覚えてしまうしかありません。

ｳﾞｨ-ｼﾞﾚasparago

ﾒｰﾃﾞｨｺmedico

ｼﾞｳﾃﾞｨﾁｪcamera

vigile

forbici

giudice

studente

italiano

ｽﾀﾂｨｵｰﾈ

giapponese ｼﾞｬｯﾎﾟﾈｰｾﾞｲﾀﾘｱｰﾉ

ｽﾊﾟｹﾞｯﾃｨ

ｶﾝﾀｰﾚcantare

stazionespaghetti

（１）最も多く、そしてイタリア語らしく聞こえるのは語尾から2番目の音節にアクセントのある

　　単語です。2番目の母音の上ではなく、例えばciaのように　ia　と母音が続いてi　にもa　にも

ﾘﾌﾞﾛ

　　アクセントがない場合はこれはひとつの音節とみなします。(例:Francia　ﾌﾗﾝﾁｬ　ﾌﾗﾝｽ）

ｱﾐｰｺ

giardino

ｶｰｻ(ｻﾞ)

ｼﾞｪﾗｰﾄ

libro

cane gelato

amico

ｶｰﾈ

ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾉ

ｼﾞｬﾙﾃﾞｨｰﾉ

casa

parco ﾊﾟﾙｺ

bambino
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尚、下記の単語はアクセント符号がつく場合とつかない場合では意味が違います。

アクセントに注意して発音しましょう。

アクセントがある音は特に強く発音しましょう。

è ｅ

né ne

ｔè te

dà da

là la

sé se

sì si

dì di

* アクセントが置かれた音節の母音は、通常長音（長く伸ばす）となります。

一方、下記の場合はアクセントが置かれていても短音です。

①二重子音の直前にアクセントがある場合

例）spaghetto, cavallo, macchina

②異なった二つの子音の前にアクセントがある場合

例）albero, ospite, scherzo

③最後の母音にアクセントがある場合

例）lunedì, caffè, nazionalità

自らを

そして

それについて

～の（前置詞）

与える（動詞）

自ら

ハイ

言え（動詞）

そこに

～から（前置詞）

その、彼女を

もし

君を

～です（動詞三単現）

～も～もない

茶

アクセントがない場合アクセントがある場合


